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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 4,128 25.0 △120 ― △115 ― △139 ―
22年3月期第2四半期 3,303 △43.2 △231 ― △184 ― △271 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △24.24 ―
22年3月期第2四半期 △47.03 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 7,848 3,541 45.1 614.64
22年3月期 7,801 3,722 47.7 646.03

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  3,541百万円 22年3月期  3,722百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,482 19.9 △109 ― △107 ― △143 ― △24.82



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 6,333,276株 22年3月期  6,333,276株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  571,664株 22年3月期  571,184株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 5,761,772株 22年3月期2Q 5,763,884株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長や政府の消費刺激策を受けて、企業業績や

設備投資に改善傾向が見られ回復基調が続きましたが、景気回復の牽引役であった輸出が今夏以降減速し、その影

響を受けて生産も弱含んでおり、景気は足踏み状態となり厳しい状況で推移いたしました。 

このような状況の中、当社グループは顧客対応の充実を図り、販売量の確保に努めた結果、売上高は4,128百万

円（前年同期比25.0%増）となりました。 

利益面につきましては、生産性の改善や原価低減に取り組むとともに全社を挙げて費用の削減に努めました

が、営業損失は120百万円（前年同期営業損失 231百万円）となりました。また、経常損失は115百万円（前年同期

経常損失184百万円）、四半期純損失は139百万円（前年同期純損失271百万円）となりました。 

  

 ［電線事業］ 

 当事業の需要動向に影響の大きい設備投資と建築着工が回復基調で推移いたしましたが、主要な市場である建

設・電販向けの需要は、リーマンショック後の落ち込みから未だ回復には至らず、前年を下回る低調な動きとなり

ました。また、電線の主要原材料である銅の期中平均価格（建値）はトン当たり678千円と前年同期比129千円

（23.4%)上昇しました。このような状況のもと、個別案件の獲得や顧客対応の充実に努めた結果、販売量が前年を

上回ったことなどから、売上高は2,523百万円となりました。 

 利益面につきましては、適正な販売価格の維持と生産性の改善および、コストダウンにも注力いたしましたが、

需要量が低迷している状況の中で価格競争が激化し、銅の価格上昇分を思うように販売価格へ転嫁できず利益が圧

迫されたことなどから、営業損失は93百万円となりました。 

 なお、MITSUBOSHI PHILIPPINES CORPORATION（フィリピン子会社以下「Ｍ.Ｐ.Ｃ.」と略す）では、６月からプ

ラスチック電線の生産を開始いたしました。 

  

 ［ポリマテック事業］ 

 当事業に関係の深い住宅建設は持ち直しつつあり回復基調で推移する中、建材・住設分野などの既存顧客におけ

る新規案件の獲得などに注力した結果、売上高は1,156百万円となりました。 

 利益面につきましては、効率性を追求した生産体制への移行による更なる固定費の削減などに取り組みました

が、営業損失は2百万円となりました。 

  

 ［電熱線事業］ 

 当事業は、国内外の景気の回復基調を背景に、年明け以降売上が増加傾向に転じました。特に前年度買い控えて

いた海外ユーザーや国内産業機器メーカー等への販売が大きく伸長し、売上高は414百万円と大幅な増収となりま

した。 

 この結果、営業利益は26百万円となりました。 

  

 ［その他］ 

 その他に区分されている主要な商品である高機能チューブ関連の商品は、業務用プリンターの市況が回復基調で

推移したことなどにより、売上高は33百万円、営業損失は5百万円となりました。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期の総資産は、7,848百万円（前連結会計年度末比46百万円増）となりました。流動資産は4,489百万

円（前連結会計年度末比40百万円増）となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加235百万円に対し、

現金及び預金の減少185百万円によるものであります。固定資産は3,359百万円（前連結会計年度末比5百万円増）

となりました。有形固定資産は、取得による増加136百万円がありましたが、減価償却費92百万円等により3,019百

万円（前連結会計年度末比51百万円増）となりました。無形固定資産は14百万円（前連結会計年度末比0百万円

減）となりました。投資その他の資産は、投資有価証券の時価が45百万円減少したことにより325百万円（前連結

会計年度末比45百万円減）となりました。 

 負債につきましては、流動負債が3,076百万円（前連結会計年度末比194百万円増）となりました。主な要因は、

短期借入金の純増額210百万円や賞与引当金の増加38百万円に対して、支払手形及び買掛金の減少58百万円による

ものであります。固定負債は1,230百万円（前連結会計年度末比32百万円増）となりました。主な要因は、長期借

入金の増加33百万円や退職給付引当金の増加20百万円によるものであります。この結果、負債合計は4,307百万円

（前連結会計年度末比227百万円増）となりました。 

 純資産につきましては、3,541百万円（前連結会計年度末比181百万円減）となりました。これは、利益剰余金の

減少139百万円やその他有価証券評価差額金の減少26百万円、為替換算調整勘定の減少14百万円によるものであり

ます。 
  
（連結キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、税金等調整前四半期純損失116百万円を計上いたし

ましたが、短期借入金の純増加や長期借入れによる収入に対し、売上債権の増加、有形固定資産の取得による支

出、仕入債務の減少等を総合し592百万円となり、前連結会計年度末と比較して185百万円の減少となりました。 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、288百万円の使用（前年同四半期は416百万円の獲得）となりまし

た。これは主に、減価償却費92百万円（前年同四半期は117百万円）や賞与引当金の増加38百万円（前年同四半期

は26百万円の増加）に対して、税金等調整前四半期純損失116百万円（前年同四半期は257百万円の損失）、売上債

権の増加235百万円（前年同四半期は439百万円の減少）、仕入債務の減少57百万円（前年同四半期は52百万円の減

少）等によるものであります。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は139百万円の使用（前年同四半期は61百万円の使用）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出136百万円（前年同四半期は65百万円の支出）によるものでありま

す。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、244百万円の獲得（前年同四半期は216百万円の使用）となりまし

た。これは主に、短期借入金の純増加額210百万円（前年同四半期は30百万円の純減少）、長期借入れによる収入

200百万円（前年同四半期は計上なし）と長期借入金の返済による支出162百万円（前年同四半期は181百万円の支

出）によるものであります。   
  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  今後の経済見通しにつきましては、米欧の景気回復がもたつく中、中国の景気も減速の兆しがあり世界経済は不

安定な局面に入ると見られています。日本経済もその影響を受け、輸出や生産の回復ペースは当面鈍化すると見ら

れています。そして、景気対策効果の息切れや急激な円高、デフレの影響、雇用情勢の悪化懸念が依然残っている

ことなど景気を下押しするリスクが存在し予断を許さない状況で推移すると思われます。 

 電線事業の主要販売市場である建設・電販向け市場の需要は低迷しており、企業間競争が激化する中、適正価格

での販売に重点を置くとともに、Ｍ.Ｐ.Ｃ.製品の投入などにより商品力の向上を図り顧客満足度を高め、拡販に

努めてまいります。 

 ポリマテック事業では、住宅関連企業への拡販ならびに新規開拓に注力し、売上高の回復を図ってまいります。

 なお、主要顧客や日系企業が多く進出しているタイでは、需要が見込まれることから、既存製品を中心に海外事

業展開を図るため、平成２２年９月からMITSUBOSHI THAI CO.,LTD.（タイ子会社）で製造・販売を開始いたしまし

た。 

 電熱線事業では、国内外の景気の回復ペースが鈍化することが懸念され、円高が進行していることから、輸出面

に悪影響が生ずることも予想されます。今後、安定的に収益の確保を図るため、大手家電メーカーとの取引を拡大

し、新興国市場の開拓や新規事業の推進等に努め、営業基盤の拡充を図ってまいります。 

 その他に区分されている高機能チューブ関連の商品では、業務用大型プリンター市場での新規開拓に加え、半導

体製造関連装置などの分野での新規開拓にも注力し、拡販を図ってまいります。また、マーケティングを実施し開

発してきたＬＥＤライトも完成し、産業車輌大手メーカーに納入を開始いたしました。今後、同業種他社へ展開し

販路の拡大に努め、営業基盤の拡充を図ってまいります。  

  



（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

  （２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

  （３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①会計基準等の改正に伴う変更 

  （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

    当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

   この変更による営業損益、経常損益及び税金等調整前四半期純損益に与える影響は軽微であります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  当社グループは、２期連続して重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上いたしましたが、当事業年度に

入ってからも、第１四半期会計期間に続き当第２四半期会計期間において、重要な営業損失、経常損失及び当期純

損失を計上しており、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象または状況が生じております。

  このような状況のもと、当社グループは平成２１年６月に中期経営計画を策定し、事業構造の多様化と多角化を

推進することにより売上高の回復・伸長を図り、コストダウンにより損益を改善するなどの基本戦略を推進してお

ります。また、平成２２年７月１日に組織改革を行い、戦略遂行力を強め全社の効率化を進めることにより、損益

および財務体質の改善を図ることの実現可能性は十分にあると考え、また経営環境が正常化することで、継続企業

の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。 

  

  当該重要事象等を解消し、または改善するための対策については、既に実施済みのものも含めて次の通りです。

 (1)売上高の回復・伸長 

①価格競争により低下し過ぎた電線の価格を、適正な価格で販売することに重点を置き、利益率の改善に努め

ます。  

②主力製品である電線の一部を海外で生産することによりコスト競争力を強め、包装形態の改良による差別化

により商品力を高めシェアアップを図ります。 

③需要が見込まれるタイに子会社を設立し、平成２２年の９月から製造・販売を開始いたしました。計画通り

販売を伸ばし、早期の利益貢献を目指します。 

④産業車輌大手メーカーに納入を開始したＬＥＤライトを同業種他社に展開し、販路を拡大することにより、

売上高の伸長を図ります。 

 (2)コストダウン 

①原材料の集中購買や新たなサプライヤーの開拓などにより、更なるコストダウンを図っております。 

②海外子会社は、現地での購買を基本とし、多様な購買を企画しコストダウンを図ってまいります。 

③人件費については、役員報酬の削減、執行役員と管理職の給与削減と賞与の減額を継続実施しております。

④業務の効率化と経費などの調達方法の多様化や調達先の選別により、経費の見直しを図りコスト削減を推進

しております。 

⑤将来の物流構想を明確にし、物流コストの削減に取り組んでまいります。 

 (3)財務基盤の改善 

 採算性の改善や人件費等の固定費削減、物流コストの削減、売上債権の早期回収の推進、たな卸資産の圧縮

を図るなど、財務体質の強化に努めております。資金繰りにおいては担保余力があり、金融機関からの資金調

達は支障はないものと判断しております。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 592,360 777,654

受取手形及び売掛金 2,692,094 2,456,510

商品及び製品 702,202 742,295

仕掛品 205,411 175,939

原材料及び貯蔵品 248,087 227,067

その他 51,671 73,004

貸倒引当金 △2,438 △3,903

流動資産合計 4,489,389 4,448,569

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,942,140 1,943,922

その他（純額） 1,077,200 1,023,838

有形固定資産合計 3,019,341 2,967,761

無形固定資産 14,163 14,745

投資その他の資産   

投資有価証券 272,374 314,360

その他 74,153 86,390

貸倒引当金 △20,941 △29,987

投資その他の資産合計 325,586 370,762

固定資産合計 3,359,091 3,353,269

資産合計 7,848,480 7,801,838

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,085,174 1,143,425

短期借入金 1,430,000 1,220,000

未払法人税等 27,389 30,091

未払費用 23,996 17,973

賞与引当金 47,057 9,000

その他 463,057 461,232

流動負債合計 3,076,674 2,881,723

固定負債   

長期借入金 755,601 721,785

退職給付引当金 196,211 175,726

役員退職慰労引当金 267,023 271,691

その他 11,671 28,425

固定負債合計 1,230,508 1,197,628

負債合計 4,307,182 4,079,351



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,136,518 1,136,518

資本剰余金 1,133,596 1,133,596

利益剰余金 1,414,065 1,553,744

自己株式 △141,647 △141,576

株主資本合計 3,542,533 3,682,282

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 830 27,561

為替換算調整勘定 △2,065 12,642

評価・換算差額等合計 △1,235 40,204

純資産合計 3,541,297 3,722,486

負債純資産合計 7,848,480 7,801,838



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,303,989 4,128,723

売上原価 2,685,119 3,411,112

売上総利益 618,869 717,611

販売費及び一般管理費 850,334 837,814

営業損失（△） △231,464 △120,203

営業外収益   

受取利息 249 186

受取配当金 5,070 4,503

受取家賃 7,045 6,789

仕入割引 4,129 6,237

為替差益 11,231 －

助成金収入 31,202 8,422

その他 5,942 3,230

営業外収益合計 64,872 29,369

営業外費用   

支払利息 13,143 15,552

売上割引 3,551 4,815

貸倒引当金繰入額 550 －

為替差損 － 4,312

その他 714 0

営業外費用合計 17,959 24,681

経常損失（△） △184,552 △115,515

特別利益   

貸倒引当金戻入額 860 604

投資有価証券売却益 1,989 －

役員退職慰労引当金戻入額 － 484

保険差益 9,582 －

特別利益合計 12,431 1,088

特別損失   

固定資産除却損 2,096 72

会員権評価損 － 1,304

貸倒引当金繰入額 － 950

減損損失 82,977 －

特別損失合計 85,074 2,327

税金等調整前四半期純損失（△） △257,194 △116,754

法人税、住民税及び事業税 15,891 23,322

法人税等還付税額 △18,766 －

法人税等調整額 16,735 △398

法人税等合計 13,861 22,924

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △139,678

四半期純損失（△） △271,055 △139,678



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △257,194 △116,754

減価償却費 117,657 92,002

減損損失 82,977 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △255 △10,511

賞与引当金の増減額（△は減少） 26,030 38,057

受取利息及び受取配当金 △5,319 △4,689

支払利息 13,143 15,552

売上債権の増減額（△は増加） 439,810 △235,150

たな卸資産の増減額（△は増加） 55,354 △11,521

仕入債務の増減額（△は減少） △52,798 △57,964

未払費用の増減額（△は減少） 5,775 6,091

その他 △32,115 35,279

小計 393,065 △249,608

利息及び配当金の受取額 5,277 4,689

利息の支払額 △13,111 △15,768

法人税等の還付額 42,958 －

法人税等の支払額 △11,524 △28,133

営業活動によるキャッシュ・フロー 416,665 △288,820

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △65,099 △136,232

投資有価証券の取得による支出 △3,313 △3,107

投資有価証券の売却による収入 6,503 －

その他 － △362

投資活動によるキャッシュ・フロー △61,910 △139,702

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,000 210,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △181,932 △162,026

配当金の支払額 △239 △189

その他 △4,167 △2,945

財務活動によるキャッシュ・フロー △216,338 244,838

現金及び現金同等物に係る換算差額 405 △1,609

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 138,822 △185,293

現金及び現金同等物の期首残高 552,265 777,654

現金及び現金同等物の四半期末残高 691,088 592,360



  該当事項はありません。  

  

[事業の種類別セグメント情報] 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

       （注）１．事業区分の方法  

            事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

          ２．各区分に属する主要な製品 

  

[所在地別セグメント情報]  

  前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。  

   

[海外売上高]  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

  海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

   

[セグメント情報]  

 １．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは、取り扱う製品毎について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま

す。 

 したがって、当社グループは製品別のセグメントから構成されており、「電線」、「ポリマテック」及び「電

熱線」の３つを報告セグメントとしております。 

 「電線」はゴム電線及びプラスチック電線を生産しております。「ポリマテック」は、合成樹脂異形押出品等

を生産しております。「電熱線」は、電熱線・帯、ステンレス鋼線・帯等を生産しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  電線事業 
ポリマテック

事業 
電熱線事業 計 消去又は全社 連結 

 売上高             

(1)外部顧客に

対する売上

高 

    1,971,273     1,099,058       233,658     3,303,989       －    3,303,989

(2)セグメント

間の内部売

上高又は振

替高 

 －  1,235  －  1,235     △1,235       －

  計  1,971,273  1,100,293  233,658  3,305,225     △1,235     3,303,989

営業利益(又は

営業損失） 
   △139,676    △51,149    △12,150    △202,976    △28,488    △231,464

 事業区分  主要製品 

 電線事業 

天然ゴムキャブタイヤケーブル、合成ゴムキャブタイヤケーブル、架橋ポリエ

チレンケーブル、溶接用ケーブル、制御用ケーブル、プラスチックキャブタイ

ヤケーブル、プラスチックコード、その他 

 ポリマテック事業 硬質押出成形品、軟質押出成形品、高機能特殊チューブ、その他 

 電熱線事業 電熱線・帯、ステンレス鋼線・帯、その他 



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

 （単位：千円） 

       （注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていないセグメントであり、高機能チューブ関連商品、Ｌ

ＥＤ関連商品、海外向け商品、賃貸事業等を含んでおります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

                          （単位：千円）   

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

  該当事項はありません。 

  

   （追加情報）  

    当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  
報告セグメント  

その他 
（注）  

合計 
電線 ポリマテック 電熱線 計 

 売上高             

 外部顧客への

売上高 
    2,523,364     1,156,719       414,741    4,094,826       33,896    4,128,723

 セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 174  －  －  174     2,682       2,856

  計  2,523,538  1,156,719  414,741  4,095,000     36,579     4,131,579

セグメント利益

又は損失（△） 
   △93,652    △2,775    26,501    △69,926    △5,215    △75,141

利益 金額 

報告セグメント計  △69,926

「その他」の区分の利益  △5,215

全社費用（注）  △45,061

四半期連結損益計算書の営業利益  △120,203

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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